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特許紹介

＜発明の要旨＞
放熱効果が小さい環境で使用しても，回転子の

外周部に取り付けられた永久磁石と固定子とが接

触して破損するおそれがない電子制御式油圧パワ

ーステアリングの油圧制御用ステッピングモータ

の技術．

１または複数相の巻線５を有する固定子５，15

の内側を，外周部に永久磁石４が取り付けられた

回転子３aが回転するように構成されたステッピ

ングモータにおいて，回転子３aは，永久磁石４

の取り付け部分を備えた中空形状３aとなってい

る．これにより，放熱面積を大きくとることがで

き，回転子の熱膨張による固定子との接触が防止

できる．
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Stepping Motor

＜発明の要旨＞
高いパルス圧が繰り返し印加されても，コイル

ばねが外部にはみ出したり，持ち上げられたりす

ることのない油圧パワーステアリング用の逆止

弁．

コイルばね５の端末部５aを外側に拡げて，ケ

ース２の内壁に圧接させることにより，流体のパ

ルス圧が逆止弁に付与されてもコイルばねの端末

部が持ち上げられたり，弁，ハウジングの吐出口

から外へはみ出したりすることがなくなり動作不

良を防止できる．
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